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▲「毎月栃木県にそばを食べに出掛けるのが楽しみ」と話す栗原さん(右)
と針谷市長(左)

いつまでもお元気で
敬老祝い金を贈呈

　8月19日、古河はなもも体育館他3会場で第9
回古河市行政自治会親善バレーボール大会を開催
しました。
　自治会・行政区から82チームが参加し、老若
男女がチーム一丸となって白熱した試合を繰り広
げていました。サーブやアタックが決まると歓声
が上がり、対戦を通して親睦を深めました。

一球入魂
第9回古河市行政自治会
親善バレーボール大会

　9月17日は敬老の日です。市では、長
寿を祝って77歳・88歳・100歳以上の
約2,400人(100歳以上は66人)に敬老祝
い金を送りました。
　8月下旬に針谷市長が100歳以上の人
を訪問。今年100歳を迎えた栗原寛次さ
ん(桜町)は「毎朝4時に起きて部屋の掃
除をしています。自転車でリハビリのた
め通院するのも健康管理のひとつ」と言
い、山登りも楽しんでいると笑顔で話し
てくれました。

▲アタックとブロックの激しい攻防が繰り広げられました

届け！　私たちの思い
古河市青少年
軽音楽フェスティバルVol.7

　8月18日、スペースＵ古河で古河市青少年軽音
楽フェスティバルVol.7が開催されました。当日
は、市内の高校生で構成される13バンドの他、
ゲストバンドの演奏が行われました。
　観客席には、演奏者の友達や子どもの成長を見
守る保護者など、多くの人が訪れ演奏を盛り上げ
ました。

▲思いを歌に込め、堂々とした演奏を行いました

　9月2日、古河はなもも体育館で、綱
引フェスティバルを開催しました。市内
チームをはじめ関東圏内の強豪チームな
ど、56チームが参加しました。
　掛け声を合わせて綱を引く選手には

「がんばれ！」「ひっぱれ！」などの大き
な声援が送られ、観客を含め会場に集
まった約1,000人は本大会に向けて機運
を高めました。来年の8月31日、9月1
日に開催される茨城国体公開競技での古
河市チームの活躍が期待されます。

茨城国体公開競技開催記念
第3回古河市
綱引フェスティバル

▲観客やいばラッキー、桃むすめによる応援の中で全力で綱を引く恩名下坪
TCの選手たち

歴史が息づく伝統文化
第22回～日本の音の饗
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和太鼓フェスティバル

▲息の合った演奏で多くの観客を引き付けました

　９月1日、スペースU古河で和太鼓フェスティ
バルを開催しました。市内の２団体「太鼓塾三
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」「古河和太鼓保存会」に加え、久喜市「阪東
太鼓保存会」、結城市「結城紬

つむぎ

太鼓」、羽生市「羽
生太鼓みやび」が合計20曲を演奏しました。華
麗なばちさばきと迫力ある演奏に、観客からは盛
大な拍手がわき起こりました。▲古河地区の選抜チームによる放水

古河市消防団～マチノマモリビト～
古河市消防ポンプ操法練習会

　9月9日、中央運動公園イベント広場で古河市
消防ポンプ操法練習会を開催しました。
　ポンプ操法とは、設置された防火水槽から吸水
し、火災現場を意識した火点と呼ばれる的を目が
けて放水し、撤収するまでの一連の動作のことで
す。規律ある的確な動作に、応援に駆け付けた仲
間や家族から歓声と拍手が送られました。


